
第６１５号 ２０２２年（令和４年）５月１５日ニ　ュ　ー　ス　専　修 （6）

◇
旭
日
単
光
章

門
傳
仁
氏
（
昭
49
文
・
宮

城
）
農
業
振
興
功
労

校
友
会
情
報

代
議
員
会

▽
６
月
18
日
（
土
）
15
時
〜

▽
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
３
号
館

３
０
３
教
室

〈
秋
田
支
部
総
会
〉

▽
６
月
６
日
（
月
）
19
時
〜

▽
Ｊ
Ｒ
秋
田
駅
徒
歩
３
分

「
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ

ホ
テ
ル
秋
田
」

〈
相
模
原
支
部
総
会
〉

▽
６
月
25
日
（
土
）
17
時
30

分
〜
▽
小
田
急
線
町
田
駅
徒

歩
２
分
「
ホ
テ
ル
町
田
ヴ
ィ

ラ
」

〈
東
海
三
県
（
三
重
県
・
愛

知
県
・
岐
阜
校
友
会
）
合
同

校
友
会
〉

▽
７
月
３
日
（
日
）
12
時
〜

▽
名
古
屋
市
営
地
下
鉄
伏
見

駅
徒
歩
２
分
「
名
古
屋
観
光

ホ
テ
ル
」

※
支
部
総
会
に
関
す
る
お
問

い
合
わ
せ【
校
友
会
事
務
局
】

☎
03
・
３
２
６
５
・
７
５
７
９

選
　
挙
　
結
　
果

▽
茨
城
県
鹿
嶋
市
長
選
挙

（
４
月
10
日
無
投
票
）

田
口
伸
一
氏
（
た
ぐ
ち
・
し

ん
い
ち

平
４
経
営
）
新

紹  介

校
友
新
社
長

藤
田
裕
一
氏
（
ふ
じ
た
・
ゆ

う
い
ち

平
５
経
済
）
㈱
ス

ハ
ラ
食
品
代
表
取
締
役
社
長

に
４
月
１
日
付
で
就
任
。
本

社

北
海
道
。
酒
類
・
食
品

総
合
卸
売
業
。

原
澤
直
人
氏
（
は
ら
さ
わ
・

な
お
と

平
７
商
）
㈱
ビ
ジ

ネ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
21
代
表

取
締
役
社
長
に
４
月
１
日
付

で
就
任
。
本
社

栃
木
県
。

住
宅
販
売
支
援
・
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
業
。

市
村
太
一
氏
（
い
ち
む
ら
・

た
い
ち

平
23
経
営
）
大
和

タ
ク
シ
ー
㈱
代
表
取
締
役
社

長
に
４
月
１
日
付
で
就
任
。

本
社

石
川
県
。
一
般
乗
用

旅
客
自
動
車
運
送
業
。

22
年
度
春
の
叙
勲
・
褒
章

◇
瑞
宝
中
綬
章

安
藤
英
義
氏
（
名
誉
教
授
・

元
商
学
部
教
授
）
教
育
研
究

功
労

赤
あ か

沼
ぬ ま

 慎
し ん

太
た

郎
ろ う

さん（平13商）
行政書士・経営コンサルタント

　
事
業
再
生
や
事
業
承
継
、
起

業
支
援
な
ど
を
手
が
け
る
行
政

書
士
・
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

と
し
て
活
躍
す
る
。
大
学
卒
業

後
、
大
手
ア
パ
レ
ル
会
社
で
営

業
や
店
舗
管
理
に
携
わ
り
な
が

ら
、
在
職
中
に
行
政
書
士
の
資

格
を
取
得
。
26
歳
の
と
き
に
行

政
書
士
赤
沼
法
務
事
務
所
を
設

立
し
た
。

　
大
学
で
は
簿
記
を
学
び
、
独

立
後
に
縁
あ
っ
て
財
務
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
か
ら
手
ほ
ど
き
を
受

け
て
ス
キ
ル
を
み
が
い
た
赤
沼

さ
ん
は
、
法
律
だ
け
で
な
く
財

務
に
も
精
通
す
る
。
資
金
調
達

や
経
営
改
善
の
指
導
が
で
き
る

行
政
書
士
は
珍
し
く
、
業
種
を

問
わ
ず
多
く
の
中
小
企
業
経
営

者
か
ら
頼
り
に
さ
れ
て
い
る
。

創
業
以
来
赤
字
続
き
だ
っ
た
企

業
を
支
援
１
年
目
で
黒
字
化
、

５
年
目
で
売
り
上
げ
３
倍
に
導

く
な
ど
、
分
か
り
や
す
く
実
効

性
の
高
い
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

で
実
績
を
残
し
て
き
た
。
ま

た
、
財
務
支
援
の
勉
強
会「
赤

沼
創
経
塾
」
を
運
営
し
、
実
務

ノ
ウ
ハ
ウ
を
行
政
書
士
や
税
理

士
な
ど
に
伝
え
る
活
動
も
し
て

い
る
。

　
経
営
支
援
の
最
前
線
で
は
、

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
ダ
イ
レ
ク

ト
に
感
じ
て
い
る
。
経
営
基
盤

の
弱
い
中
小
企
業
へ
の
打
撃
は

と
り
わ
け
深
刻
で
、
資
金
繰
り

に
悩
む
経
営
者
か
ら
の
相
談
が

後
を
絶
た
な
い
。「
リ
ー
マ
ン
・

シ
ョ
ッ
ク
と
の
大
き
な
違
い

は
、
将
来
の
不
確
実
性
の
高

さ
。
収
束
が
見
通
せ
ず
、
経
営

改
善
・
事
業
再
生
へ
の
道
筋
を

定
め
に
く
い
」。
コ
ロ
ナ
禍
に

あ
っ
て
対
応
に
苦
慮
す
る
こ
と

も
多
い
が
、
今
が
踏
ん
張
り
時

だ
か
ら
こ
そ
「
何
と
か
力
に
な

り
た
い
」と
い
う
思
い
が
強
い
。

　
赤
沼
さ
ん
が
貫
く
行
動
指
針

の
一
つ
に
、「『
Ｆ
ｏ
ｒ 

ｙ
ｏ

ｕ
』
で
は
な
く
『
Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ 

ｙ
ｏ
ｕ
』
で
行
動
す
る
」
が
あ

る
。
孤
独
で
悩
み
多
き
中
小
企

業
経
営
者
の
良
き
理
解
者
、
頼

れ
る
伴
走
者
と
し
て
、
今
後
も

二
人
三
脚
に
よ
る
支
援
を
続
け

て
い
く
。
ま
た
、
２
０
１
５
年

か
ら
マ
レ
ー
シ
ア
の
現
地
法
人

や
専
門
家
と
の
間
で
築
い
て
き

た
パ
イ
プ
を
生
か
し
、
コ
ロ
ナ

収
束
後
に
は
中
小
企
業
の
海
外

進
出
支
援
を
再
開
す
る
計
画
も

温
め
て
い
る
。

　
社
会
に
出
て
初
め
て
分
か
る

こ
と
も
多
く
、「
在
学
中
に
学

ん
だ
法
律
や
簿
記
の
知
識
が
、

結
果
と
し
て
資
格
取
得
や
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
業
務
に
役
立
っ

て
い
る
よ
う
に
、
大
学
で
の
経

験
や
学
び
は
必
ず
将
来
に
つ
な

が
る
」。
専
修
大
学
21
世
紀
ビ

ジ
ョ
ン
に
あ
る
「
社
会
知
性
」

と
い
う
言
葉
に
も
共
感
す
る
と

話
し
、「
専
門
的
な
知
識
や
技

術
を
生
か
し
、
主
体
的
に
社
会

の
諸
課
題
の
解
決
に
取
り
組
む

『
社
会
知
性
』
の
考
え
方
は
、

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
仕
事
に
も

通
じ
る
。
中
小
企
業
が
抱
え
る

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
解
決
す
る

た
め
に
尽
力
し
た
い
」
と
言
葉

に
力
を
込
め
た
。

経営者と二人三脚で事業再生に取り組む

就
職
だ
よ
り

　〈
４
年
次
生
へ
〉
公
務
員

を
目
指
す
学
生
は
、
面
接
カ

ー
ド
の
記
入
と
模
擬
面
接
を

早
め
に
始
め
る
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。
毎
年
、
６
月
中

旬
以
降
に
キ
ャ
リ
ア
形
成
支

援
課
へ
の
相
談
が
殺
到
し
ま

す
。
５
月
は
比
較
的
す
い
て

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
利
用
し

て
く
だ
さ
い
。

　〈
１
〜
３
年
次
生
へ
〉
「
大

学
提
携
型
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
募
集
説
明
会
」
は
５
月
16

日
（
月
）
12
時
25
分
〜
55
分

に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
実
施
し
ま

す
。
こ
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

　『
専
修
大
学
史
紀
要
』
第

14
号
が
発
刊
さ
れ
た
。
本
学

大
学
史
資
料
室
編
。

　
講
演
録
で
は
、
２
０
２
１

年
７
月
に
行
わ
れ
た
日
髙
義

博
総
長
に
よ
る
講
演
「
生
き

残
り
を
か
け
た
大
学
改
革
と

本
学
の
立
ち
位
置
」
を
掲

載
。
回
顧
録
で
は
、
３
人
の

校
友
が
在
学
時
の
思
い
出
を

寄
せ
て
い
る
。

　
研
究
ノ
ー
ト
と
し
て
本
学

大
学
史
資
料
室
の
瀬
戸
口
龍

一
氏
に
よ
る
「
商
業
教
育
に

携
わ
っ
た
私
立
法
律
学
校
の

講
師
た
ち
」
を
収
録
。
口
絵

で
は
、
本
学
創
立
者
・
田
尻

稲
次
郎
が
揮
毫
し
た
書
や
東

京
良
寛
会
寄
贈
の
書
籍
な
ど

を
写
真
で
紹
介
し
て
い
る
。

　
紀
要
は
希
望
者
に
配
布
す

『
大
学
史
紀
要
』第
14
号

　
２
０
２
０
年
度
に
誕
生
し

た
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
学
部
が
、
学
部
新
設
後
初

と
な
る
紀
要
『
国
際
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究
』
第
１

号
を
発
刊
し
た
。

　
巻
頭
に
、
根
岸
徹
郎
教
授

ら
７
教
員
に
よ
る
座
談
会

「
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

専修大学・石巻専修大学
「社会知性（Socio-Intelligence）の開発」推進募金

T E L : 03・3265・3157
E-mail : bokin@acc.senshu-u.ac.jp専修大学募金局

　本学が進めている事業のうち、下記の７項目を募金目的の柱としていま
す。また、それぞれの募金目的について、具体的に使途を明示しております。
これにより皆様が、本学の活動のうち、より強化・充実させたいと思われる
ものを具体的に指定し、支援することができる仕組みとなっております。皆
様のご支援・ご協力のほど、よろしくお願いいたします。
　募金の詳細につきましては、ホームページ等をご覧く
ださい。

募金目的

A 国際交流の推進支援

01 海外留学支援募金
02 外国人留学生支援募金

B 学生スポーツ活動の振興
04 学生スポーツ活動支援募金
046 箱根駅伝出場応援募金

C 学生への経済的支援
05 経済支援奨学生募金
06 学術奨励奨学生等支援募金
07 古本募金

※ Ａ03「日本・ラオスプロジェクト事業募金」、
Ｆ10「多目的ホール・シート募金」及びＦ11「チェ
ア募金」は2021年度で募集を終了しました。

D キャリアデザインプログラム充実支援
08 キャリアデザインプログラム充実支援募金

E 学生のボランティア活動支援
09 学生ボランティア活動支援募金

G 教員の研究活動支援
12 奨学寄付

H その他
13 その他使途を特定しない支援

　
専
修
大
学
の
学
び
の
特
徴
や
学
部
学
科
の
特
色
、
キ

ャ
ン
パ
ス
情
報
、
就
職
や
資
格
取
得
の
支
援
体
制
、
入

試
情
報
な
ど
を
紹
介
す
る
「
２
０
２
３
入
学
ガ
イ
ド
」

を
５
月
下
旬
か
ら
配
布
し
ま
す
。
発
行
後
、
本
学
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
デ
ジ
タ
ル
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
公
開
、
資
料

請
求
も
で
き
ま
す
。

2023入学ガイド

る
。
送
料
３
９
０
円
分
の
切

手
を
同
封
の
上
、
氏
名
、
送

付
先
を
明
記
し
、
〒
１
０
１

｜
８
４
２
５
　
東
京
都
千
代

田
区
神
田
神
保
町
３
｜
８
　

専
修
大
学
大
学
史
資
料
室
に

郵
送
。
旴
大
学
史
資
料
室
☎

03
・
３
２
６
５
・
５
８
７
９

ン
学
の
可
能
性
」
を
掲
載
。

岡
田
も
え
子
教
授
が
国
際
学

会
の
報
告
書
を
寄
せ
て
い

る
。

　
こ
の
ほ
か
、
グ
ロ
ー
バ
ル

フ
ロ
ア
企
画
と
し
て
９
月
に

行
わ
れ
た
土
屋
昌
明
教
授
ら

に
よ
る
「
ま
だ
見
ぬ
映
画
の

可
能
性
に
向
け
て
」
と
題
し

た
対
談
や
教
員
の
論
文
、
研

究
ノ
ー
ト
や
翻
訳
な
ど
を
収

録
。
口
絵
で
は
、
各
教
員
の

研
究
活
動
の
様
子
な
ど
を
写

真
で
紹
介
し
て
い
る
。

『
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究
』
第
１
号

校
友
会
定
時
総
会
２
０
２
２

日
時
＝
７
月
９
日（
土
）10
時
30
分
～（
受
付
10
時
～
）

場
所
＝
Ｊ
Ｒ
・
私
鉄
・
地
下
鉄
各
線
・
新
宿
駅
徒
歩
５
分

　
　
　「
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
新
宿
」

会
費
＝
２
０
０
０
円

参
加
申
し
込
み
締
め
切
り
＝
６
月
14
日（
火
）

■申
・
■問  

校
友
会
事
務
局
☎
03
・
３
２
６
５
・
７
５
７
９

※
今
年
度
は
、飲
食
・
懇
親
会
・
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
中
止
、着
席
に
よ
る
３

密
回
避
、マ
ス
ク
着
用
等
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対
策
を
徹
底

し
て
実
施
し
ま
す
。ま
た
、参
加
者
を
校
友（
卒
業
生
）・
賛
助
会
員
の
み
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※新型コロナウイルス感染拡大により変更が生じ
る場合がありますので、事前に育友会ホームペー
ジをご確認ください。

◆神田キャンパス見学会
【日　　時】７月２日（土） 
　　　　　 10：20 ～ 11：20（予定）

【集合場所】神田キャンパス10号館３階10031教室
　◆就職懇談会
　【日　　時】７月２日（土） 
　　　　　　 13：00 ～ 16：15（予定）

【場　　所】神田キャンパス１号館３階302教室

　育友会では、ご父母・保護者を対象とした「神田キャ
ンパス見学会」と「就職懇談会」（学生の参加も可）を開
催します。詳細及びお申し込みはＱＲコードからお願
いします。定員になり次第締め切ります。

育友会からのお知らせ

プ
は
、
事
前
事
後
指
導
を
含

め
、
最
低
５
日
間
の
就
業
体

験
を
伴
う
も
の
で
す
。
特
に

２
・
３
年
次
生
に
お
勧
め
し

ま
す
。

　
ま
た
、
市
役
所
、
県
庁
等

で
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
希

望
す
る
方
は
、
各
自
治
体
の

Ｈ
Ｐ
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

毎
年
Ｇ
Ｗ
前
後
に
募
集
要
項

が
掲
出
さ
れ
ま
す
。

　キャンパス・ハラスメントは、

教員や上司など、職務上の権限

で優位にある者が、学生や部下などに、暴言や差別的

言動、あるいは嫌がらせなどにより、学修や働く意欲

を失わせる行為です。

　こうしたハラスメント行為は、人格や尊厳を大きく

傷つける人権侵害行為であり、良好な勉学・教育・労

働環境を損なう許されない行為です。

　皆さんが、このような言動により「イヤだな、おか

しいな」と思ったら、「ノー」とはっきり言葉と態度

で相手に伝える必要があります。

　しかし、教員や上司などとの上下関係の中で、毅然

として抗議することは、なかなか容易なことではあり

ません。また、抗議したとしても、個人間で解決が図

られないこともしばしばです。

　その場合には、自分を責めたり、ひとりで悩んだり

せず、ぜひとも「キャンパス・ハラスメント対策室」

にご相談ください。対策室では、相談員が親身になっ

て話を聞き、一緒に問題の解決方法を探ります。

　また、対策室は、独立・公正な機関として、ハラス

メント被害者に寄り添って問題を取り扱いますし、教

職員から構成される対策室員には厳しい守秘義務が課

されており、個人情報は厳重に保護されますので、安

心して相談することができます。

　学生と教職員には、ハラスメントにより良好な勉学・

研究・教育・労働環境が不当に損なわれた場合、その

悔しさ・悲しみ・不安を訴え、被害回復を求める権利

があることを忘れないでください。

 （キャンパス・ハラスメント対策室長　内藤光博）

キャンパス・ハラスメント対策室 TEL：044-900-7858
E-mail：camhara@acc.senshu-u.ac.jp

勇気をもって「ノー」と言おう!


